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平成23年度第１四半期（平成23年４月～６月）の測定結果の概要

１ 空間放射線

（１）空間線量率

福島県９地点、東京電力㈱福島第一原子力発電所８地点及び福島第二原子力発電所７

地点でＮａＩシンチレーション検出器及び電離箱により空間線量率を常時測定しました。

なお、福島県では23地点で測定する予定でしたが、東日本大震災で発生した津波によ

る局舎の流失、停電による測定機器の停止等のため、14～16地点で欠測になりました。

各地点の測定結果は以下のとおりです。

ア 月間平均値

各測定地点における月間平均値は、原子力災害の影響により災害前の月間平均値を大

きく上回っていました。

空間線量率の月間平均値
（単位：nGy/h）

測定 月 間 平 均 値 災害前10年間の

機関名 地点 ４月 ５月 ６月 月間平均値(*1)

福 島 県 ９ 821～56,747 464 ～ 5,058 422～7,576 33 ～ 54
(*2) （*3） （*4） （*5）

東 福島第一
京 原子力発電所

８ 9,297～204,134 5,837～132,819 5,118～119,507 31 ～ 45

電
力 福島第二
㈱ 原子力発電所

７ 1,848～3,345 1,137～1,949 999～1,778 37 ～ 50

（注）*1 災害前10年間の測定値は平成12年度第１四半期から平成23年３月10日までの範囲です。
ただし、測定地点を変更した郡山、上郡山、繁岡は平成16年度、21年度、22年度からの範囲です。

*2 測定地点は二ツ沼、山田岡、繁岡、松館、富岡、大野、山田、浪江、幾世橋の９地点
*3 測定地点は二ツ沼、山田岡、繁岡、松館、富岡、山田、浪江、幾世橋の８地点
*4 測定地点は二ツ沼、山田岡、繁岡、松館、富岡、浪江、幾世橋の７地点
*5 測定地点は二ツ沼、山田岡、繁岡、松館、富岡、大野、浪江、幾世橋の８地点

イ １時間値の変動状況

各測定地点における最大値は、原子力災害の影響により災害前の最大値を大きく上回

っていました。

空間線量率の最大値（１時間値）(*1)
（単位：nGy/h）

測定 月 間 最 大 値 災害前10年間

機関名 地点 ４月 ５月 ６月 の最大値(*2)

福 島 県 ９ 1,320～73,695 516 ～ 5,448 443～7,919 85 ～ 157
(*3) （*4） （*5） （*6）

東 福島第一
京 原子力発電所

８ 13,628～327,467 6,906～147,553 5,251～123,772 120 ～ 188

電
力 福島第二
㈱ 原子力発電所

７ 3,260～7,300 1,270～2,176 1,090～1,854 79 ～ 162

（注）*1 各機関の最大値が、最小の測定地点～最大の測定地点の値を示しています。
*2 災害前10年間の測定値は平成12年度第１四半期から平成23年３月10日までの範囲です。

ただし、測定地点を変更した郡山、上郡山、繁岡は平成16年度、21年度、22年度からです。
*3 測定地点は二ツ沼、山田岡、繁岡、松館、富岡、大野、山田、浪江、幾世橋の９地点
*4 測定地点は二ツ沼、山田岡、繁岡、松館、富岡、山田、浪江、幾世橋の８地点
*5 測定地点は二ツ沼、山田岡、繁岡、松館、富岡、浪江、幾世橋の７地点
*6 測定地点は二ツ沼、山田岡、繁岡、松館、富岡、大野、浪江、幾世橋の８地点
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（２）空間積算線量
今期間は、福島県＊１１５地点、東京電力(株)福島第一原子力発電所１６地点及び福島

第二原子力発電所１４地点で蛍光ガラス線量計（ＲＰＬＤ）により空気中の放射線量を
測定しました。

９０日換算値は原子力災害の影響により、過去の測定値を大きく上回っていました。

空間積算線量の９０日換算値
(mGy/90日）

ＴＬＤによる(*3)
測定

積 算 線 量
災害前の測定値

測 定 期 間 過去の測定値 平常の変動幅
地点 (*2)

機関名
（Ｈ23年度）

（参考値） （参考値）

15 1.33 ～ 49.62
福島県 0.10～0.14 0.10～0.20 0.09～0.22

(*1) 4月21日～7月26日

東 福島第一 7.09 ～ 216.28
16 0.10～0.16 0.10～0.17 0.09～0.18

京 原子力発電所 4月27日～8月18日
電
力 福島第二 14 2.66 ～ 11.45

0.11～0.15 0.10～0.17 0.08～0.20
㈱ 原子力発電所 (*4) 4月27日～7月26日

（注）*1 福島県測定の15地点のうち、郡山地点においては平成15年12月に局舎を移動し、
周辺環境の変化に伴い自然放射線レベルが変動したことから、平常の変動幅（参
考値）を適用しないものとします。
浪江町請戸は５月19日～７月26日（68日間）の積算線量から算出した値（1.03m
Gy/90日）であるため、参考値にしています。

*2 災害前の範囲は、測定機器を蛍光ガラス線量計（ＲＰＬＤ）に変更した平成15年
度第１四半期から平成22年度第３四半期までです。

*3 平成14年度まで空間積算線量は熱蛍光線量計（ＴＬＤ）により測定してきました
が、ＲＰＬＤに変更するにあたり、各測定機関において両者の比較試験を行い良
好な結果を確認したことから、平成15年度より測定機器を蛍光ガラス線量計に変
更しました。「過去の測定値」のデータ数が少ないため、また「平常の変動幅」
を定めていないため、ＴＬＤによる過去の測定値及び平常の変動幅を参考値とし
ています。

*4 津波により素子が流失したため、仏浜釜田が欠測になりました。
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２ 環境試料
（１）大気浮遊じん

福島県が３地点（うち１地点は停電のため６月のみ）で大気浮遊じんの全アルファ放
射能及び全ベータ放射能の連続測定を以下のとおり実施しました。他に予定されていた
２地点については、停電によりダストサンプラーが停止したため、欠測になりました。

福島第一原子力発電所は東日本大震災に伴う原子力災害による測定機器の汚染、福
島第二原子力発電所は東日本大震災による津波の影響で測定器が流失したことにより、
それぞれ予定されていた２地点で欠測になりました。

ア 月間平均値
各測定地点の月間平均値は、全アルファ放射能は従来と同程度でしたが、全ベータ放

射能は過去の月間平均値を大きく上回っていました。

大気浮遊じんの月間平均値
（単位：Bq/ｍ３）

測定 月 間 平 均 値 災害前の

項目 地点 ４月(*3) ５月(*3) ６月(*2) 月間平均値(*1)

全 ア ル フ ァ
0.027～0.028 0.030～0.031 0.033～0.036 0.005 ～ 0.076

放 射 能 ３

全 ベ ー タ (*2)
1.0 ～ 2.0 0.33 ～ 0.41 0.062 ～ 0.22 0.017 ～ 0.12

放 射 能

(注) *1 災害前の月間平均値は、福島県が調査していた５地点における機器変更後の平成13年９月

から平成23年３月10日までの月間平均値の範囲です。

*2 測定地点は、繁岡、富岡、大野の３地点

*3 測定地点は、繁岡、富岡の２地点

イ 変動状況
各測定地点の最大値は、全アルファ放射能は過去の測定結果の範囲内でしたが、全ベ

ータ放射能は過去の最大値を大きく上回っていました。

大気浮遊じんの最大値
（単位：Bq/ｍ３）

測定 最 大 値 災害前の最大値
項目 地点 ４月(*3) ５月(*3) ６月(*2) (*1)

全 ア ル フ ァ
0.22 ～ 0.31 0.18 ～ 0.30 0.16 ～ 0.24 0.58

放 射 能 ３

全 ベ ー タ (*2)
25 ～ 54 7.6 ～ 13 0.51 ～ 1.3 0.78

放 射 能

(注) *1 災害前の最大値は、福島県が調査していた５地点における機器変更後の平成13年９月から

平成23年３月10日までの最大値です。

*2 測定地点は、繁岡、富岡、大野の３地点

*3 測定地点は、繁岡、富岡の２地点
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(２）大気浮遊じんの核種濃度

福島県が３地点（うち１地点は停電のため６月のみ）で採取した大気浮遊じんからセ

シウム１３７等の人工放射性核種が検出されました。他に予定されていた２地点につい

ては、停電によりダストサンプラーが停止したため、欠測になりました。

福島第一原子力発電所は東日本大震災に伴う原子力災害による測定機器の汚染、福

島第二原子力発電所は東日本大震災による津波の影響で測定器が流失したことにより、

それぞれ予定されていた２地点で欠測になりました。

大気浮遊じんの核種濃度
（単位：ｍBq/m3）

地点名 試料数 核種 測定値 災害前10年間の測定値(*1)

銀－１１０ｍ ＮＤ～１．７ －(*2)

楢葉町 繁岡 ３ セシウム－１３４ １１～５８０ ＮＤ

セシウム－１３７ １１～５２０ ＮＤ

銀－１１０ｍ ＮＤ～６．１ －(*2)

アンチモン－１２５ ＮＤ～９．５ －(*2)

富岡町 富岡 ３ テルル－１２９ ＮＤ～４．２ －(*2)

セシウム－１３４ １６～１，１００ ＮＤ

セシウム－１３７ １７～９９０ ＮＤ

テルル－１２９ ２．２ －(*2)

テルル－１２９ｍ ７．７ －(*2)
大熊町 大野 １

セシウム－１３４ ３８ ＮＤ

セシウム－１３７ ３９ ＮＤ

（注）*1 災害前10年間の測定値は平成12年度第１四半期から平成22年度第３四半期までの

測定値の範囲です。

*2 銀－110m、アンチモン－125、テルル－129、テルル－129mは、災害前に測定を実

施していません。
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（３）降下物の核種濃度

福島県が２地点で採取した降下物からセシウム１３７等の人工放射性核種が検出され

ました。

降下物中の核種濃度
（単位：MBq/km2）

地点名 試料数 核種 測定値 災害前10年間の測定値(*1)

銀－１１０ｍ ＮＤ～1,900 －(*2)

テルル－１２９ 3,400～27,000 －(*2)

富岡町 富岡 ３ テルル－１２９ｍ 6,400～150,000 －(*2)

セシウム－１３４ 1,900～200,000 ＮＤ

セシウム－１３７ 2,200～210,000 ＮＤ～0.13

テルル－１２９ 8,500～37,000 －(*2)

テルル－１２９ｍ 13,000～170,000 －(*2)
大熊町 大野 ３

セシウム－１３４ 4,100～120,000 ＮＤ

セシウム－１３７ 4,600～130,000 ＮＤ～0.15

（注）*1 災害前10年間の測定値は平成12年度第１四半期から平成22年度第３四半期までの

測定値の範囲です。

*2 銀－110m、テルル－129、テルル－129mは、災害前に測定を実施していません。

（４）大気中水分のトリチウム濃度

福島県が５地点において大気中水分を採取しましたが、停電による測定機器停止並び

に試料汚染の可能性が認められたことから測定不能となり、欠測になりました。

（５）環境試料の全ベータ放射能及び核種濃度（ガンマ線放出核種及びトリチウム）

福島県、東京電力㈱福島第一原子力発電所及び福島第二原子力発電所が今期間測定を

予定していた環境試料については、東日本大震災の影響で試料の採取が困難であったた

め、欠測になりました。(大気浮遊じん、降下物を除く)
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【用語の解説】

①平常の変動幅
原子力災害の発生前は、測定機関で得られた多数の測定値を評価検討するにあたり，合理

的，かつ容易に注目すべき測定値を抽出し，チェックできるよう「平常の変動幅」を設定し
ていました。

この平常の変動幅は，過去の測定値をもとに統計的手法を用いて定めたものであり，通常
の測定では，この値を超える確率は小さいと考えられます。しかし，(1)降雨雪等自然環境の
変化，(2)核実験等の影響，(3)測定器系のトラブル，(4)原子力施設の影響等により，この値
を超える確率は通常よりも大きくなります。

したがって、測定値が平常の変動幅を超えた場合は，その都度、原因を調査検討していま
した。

②ガンマ線放出核種
環境試料に含まれるガンマ線を放出する核種のうち原子力発電所からの影響を評価するた

め，クロム-51，マンガン-54，コバルト-58，鉄-59，コバルト-60，ジルコニウム-95，ニオ
ブ-95，ルテニウム-106，セシウム-134，セシウム-137，セリウム-144を測定対象としており
ます。また，ほうれんそう，牛乳，ほんだわら等については，これらに加えて よう素-131も
対象としています。

③検出限界
放射能測定において，検出可能な最小の量または濃度をいいます。測定値が検出限界以上

であれば，その数値は十分に信頼性があるものとされます。
検出限界は測定試料の種類や量，測定条件の違い等により，測定ごとに変動します。
同じ種類の複数の試料で測定値が検出限界未満であった場合でも，それぞれの試料の検出

限界は異なるた め，本報告書においては，これらを一律に「ＮＤ」（Not Detectedの略）
と表記しています。
「ＮＤ～（数値）」は，測定結果に検出限界未満のものと検出限界以上のものが存在するこ
とを表していま す。この場合，右側の数値は「検出限界以上の数値の最大値」を表してい
ます。
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１　　測定項目

（１）空間放射線

（２）環境試料

全β γ 131
Ｉ

3
Ｈ

90
Ｓｒ Pu

降 下 物 降 下 物 ２ 毎月 ３ ６ ０
※３

０
※３

大気浮遊じ
ん

３
※１ 連続

全α全β ７
※１

大気中水分 ３
※２

０
※２

陸 土 陸 土 年２回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

０
※３

陸 水 上 水 年４回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

０
※３

０
※３

海 水 海 水 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

０
※３

０
※３

海 底 沈 積 物 海底沈積物 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

０
※３

こ め ６ 年１回 ０

ほうれんそう ６ 年２回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

だ い こ ん ６ 年２回 １
※３

０
※３

０
※３

牛 乳 ４ 年４回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

は く さ い ２ ０ ０
※３

０
※３

キ ャ ベ ツ ４ １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

ば れ い し ょ ６ ０

ぶ た 肉 １ ０

鶏 卵 ２ ０

し ゅ ん ぎ く ０

ブロッコリー ０

こ か ぶ ０

ゆ ず ０

な し ０

キウイフルーツ ０

指 標 植 物 松 葉 ７ 年４回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

か れ い 類 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

０
※３

あ い な め １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

０
※３

さ け ３ ０

す ず き ２ １
※３

０
※３

０
※３

し ら う お ２ ０

こ う な ご ２ ０

わ か め ２ １
※３

０
※３

０
※３

ほ っ き が い ７ ０

た こ ２ ０
原子力センター
福島支所

指標海洋生物 ほ ん だ わ ら ２ 年３回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

原子力センター
90
Sr,Puは、

原子力センター
福島支所

※　東日本大震災の影響で原子力センターの分析機器が使用できなくなったため、原子力センター福島支所で分析してい

※１　停電によりダストサンプラーが停止したため、試料の一部が欠測となりました。

※２　停電による測定機器の停止と試料汚染の可能性が生じたことから、欠測となりました。

※３　東日本大震災の影響で試料の採取が困難であったため、欠測となりました。

実施機関
※

項　　　目 地点数

空 間 線 量 率 ９

空 間 積 算 線 量

連 続

地点数区　　　分 試　料　名

福　島　県　測　定　分

（平成２３年４月～平成２３年６月）

採取回数
(今期)

実　施　機　関
　※

１５
原子力センター

採取頻度

測　定　頻　度

測　定　試　料　数　（今期）

３ か 月 積 算

原子力センター

90
Sr,Puは、

原子力センター
福島支所

水 産 物

４ 年２回

年１回

原子力センター

原子力センター
福島支所

原子力センター
90
Sr,Puは、

原子力センター
福島支所

原子力センター
福島支所

大 気

農 畜 産 物

５ 毎月

年１回

６

９
年２回

ただし放水
口は年４回

１
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２ 測定方法

測 定 項 目 測 定 装 置 測 定 方 法

検 出 器：２"φ×２"NaI(Tç)シンチレーション検出器
空 （Alokaまたは東芝，温度補償・ｴﾈﾙｷﾞｰ補償回路付）

空 間線 量率 モニタリングポスト
ただし、高線量用は、14çアルミ製加圧型球形電離箱

間 検出器（Aloka製）
測定位置：地表上約３m

放 校正線源：Ra-226

射 測 定 法：文部科学省編「蛍光ガラス線量計を用いた環境γ線量
測定法」（平成14年制定）

検 出 器：蛍光ガラス線量計，旭テクノグラス SC－1
線 空間積算線量 蛍 光 ガ ラ ス 線 量 計

測 定 器：旭テクノグラス FGD－202
測定位置：地表上約１m
校正線源：Cs-137

測 定 法：６時間連続集じん，６時間放置後全アルファ及び全
ベータ放射能を同時測定

大気浮遊じん
集じん法：ろ紙ステップ式，使用ろ紙：ＨＥ－４０Ｔ

の全アルファ
吸引量：約９０ m３／６時間

及び全ベータ
ダ ス ト モ ニ タ 検 出 器：ＺｎＳ(Ａｇ)シンチレータとプラスチックシンチレータ

放 射 能
のはり合わせ検出器（Aloka ADC-121, 応用光研工業
S-2416S-KF）

環 採取位置：地表上約３m
校正線源：U３O８

境 測 定 法：文部科学省編「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ
線スペクトロメトリー」（平成４年改訂）

試 大気浮遊じんは、１日分の集じんろ紙を測定し、１ヶ
Ｇｅ半導体検出装置 月分に合算。

料 核 種 濃 度 ローバックグラウンド 大型水盤による降下物は、試料を２Ｌ分取・測定し１
液体シンチレーション ヶ月分に換算。
検 出 装 置

大気中水分のトリチウムは蒸留後測定。

測 定 器：Ge半導体検出器（ORTEC GEM30185型他９台）
(福島支所)波高分析器（SEIKO EG&G 7700(4096ch)他９台）

ﾛｰﾊ゙ ｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄ゙ 液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝ検出装置(Aloka LSC-LB5)
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江

町
請

　
　

戸
う

け
ど

0
.
7
8

(
 
1
.
0
3
 
)

6
8

測
定

期
間

：
 
H
2
3
.
5
.
1
9

～
H
2
3
.
7
.
2
6
 
(
*
2
)

1
5

浪
江

町
幾

 
世

 
橋

き
よ

は
し

1
.
9
3

(
 
1
.
8
1
 
)

9
6

注
)
 
（

　
　

）
内

は
9
0
日

換
算

値
　

「
－

」
：

欠
測

 
 
*
1
 
東

日
本

大
震

災
で

発
生

し
た

津
波

に
よ

り
素

子
が

流
出

し
た

後
、

平
成

2
3
年

4
月

2
1
日

に
代

替
地

点
に

再
設

置
。

 
 
*
2
 
東

日
本

大
震

災
で

発
生

し
た

津
波

に
よ

り
素

子
が

流
出

し
た

後
、

平
成

2
3
年

5
月

1
9
日

に
代

替
地

点
に

再
設

置
。

 
 
　

 
た

だ
し

、
測

定
期

間
が

３
カ

月
間

に
満

た
な

い
た

め
、

参
考

値
と

し
た

。

イ
　

空
間

積
算

線
量

備
考

地
　

点
　

名

測
　

定
　

項
　

目

測
　

定
　

期
　

間

積
　

算
　

線
　

量

（
 
m
G
y
 
）

平
成

 
2
3
 
年

 
4
 
月

 
2
1
 
日

平
成

 
2
3
 
年

 
7
 
月

 
2
6
 
日

- 12 -



平
均

値
最

大
値

測
定

時
間

備
考

平
均

値
最

大
値

測
定

時
間

備
考

(
B
q
/
m
3
)

(
B
q
/
m
3
)

(
h
)

(
欠

測
理

由
/

時
間

)
(
B
q
/
m
3
)

(
B
q
/
m
3
)

(
h
)

(
欠

測
理

由
/

時
間

)

平
成

2
3
年

4
月

0
.
0
2
8

0
.
3
1

3
9
6

※
1
 
/
 
3
2
4
h

1
.
0

2
5

3
9
6

※
1
 
/
 
3
2
4
h

平
成

2
3
年

5
月

0
.
0
3
1

0
.
3
0

7
4
4

0
.
3
3

7
.
6

7
4
4

平
成

2
3
年

6
月

0
.
0
3
6

0
.
2
4

7
2
0

0
.
1
2

0
.
5
1

7
2
0

平
成

2
3
年

4
月

0
.
0
2
7

0
.
2
2

3
9
6

※
1
 
/
 
3
2
4
h

2
.
0

5
4

3
9
6

※
1
 
/
 
3
2
4
h

平
成

2
3
年

5
月

0
.
0
3
0

0
.
1
8

7
4
4

0
.
4
1

1
3

7
0
8

※
2
 
/
 
3
6
h

平
成

2
3
年

6
月

0
.
0
3
3

0
.
2
4

7
2
0

0
.
0
6
2

0
.
5
3

7
2
0

平
成

2
3
年

4
月

－
－

－
※

1
 
/
 
7
2
0
h

－
－

－
※

1
 
/
 
7
2
0
h

平
成

2
3
年

5
月

－
－

－
※

1
 
/
 
7
4
4
h

－
－

－
※

1
 
/
 
7
4
4
h

平
成

2
3
年

6
月

0
.
0
3
3

0
.
1
6

4
8
6

※
1
 
/
 
2
3
4
h

0
.
2
2

1
.
3

4
8
6

※
1
 
/
 
2
3
4
h

平
成

2
3
年

4
月

－
－

－
※

1
 
/
 
7
2
0
h

－
－

－
※

1
 
/
 
7
2
0
h

平
成

2
3
年

5
月

－
－

－
※

1
 
/
 
7
4
4
h

－
－

－
※

1
 
/
 
7
4
4
h

平
成

2
3
年

6
月

－
－

－
※

1
 
/
 
7
2
0
h

－
－

－
※

1
 
/
 
7
2
0
h

平
成

2
3
年

4
月

－
－

－
※

1
 
/
 
7
2
0
h

－
－

－
※

1
 
/
 
7
2
0
h

平
成

2
3
年

5
月

－
－

－
※

1
 
/
 
7
4
4
h

－
－

－
※

1
 
/
 
7
4
4
h

平
成

2
3
年

6
月

－
－

－
※

1
 
/
 
7
2
0
h

－
－

－
※

1
 
/
 
7
2
0
h

注
）

 
*
1
 
東

日
本

大
震

災
に

伴
い

停
電

と
な

っ
て

以
降

、
復

旧
す

る
ま

で
欠

測
と

な
っ

た
。

　
　

　
　

N
o
.
1
 
楢

葉
町

繁
岡

及
び

N
o
.
2
 
富

岡
町

富
岡

に
つ

い
て

は
4
月

1
日

1
時

～
4
月

1
4
時

1
2
時

、
N
o
.
3
 
大

熊
町

大
野

に
つ

い
て

は
4月

、
5
月

は
全

て
の

時
間

、
6
月

は
6
月

1
日

1
時

～

　
　

　
 
6
月

1
0
日

1
8
時

で
欠

測
と

な
っ

た
。

　
　

　
　

な
お

、
N
o
.
4
 
大

熊
町

夫
沢

及
び

N
o
.
5
 
双

葉
町

郡
山

に
つ

い
て

は
当

該
期

間
に

停
電

か
ら

復
旧

し
な

か
っ

た
た

め
、

全
て

の
時

間
で

欠
測

と
な
っ

た
。

　
　 　

　
 
*
2
 
測

定
器

の
計

数
上

限
を

超
え

た
場

合
は

チ
ャ

ー
ト

記
録

紙
の

印
字

を
読

取
り

測
定

値
を

補
完

し
た

が
、

チ
ャ

ー
ト

記
録

紙
の

交
換

を
行

う
こ

と
が

で
き
な

か
っ

た
期

間
が

あ

　
　 　

　
　

る
た

め
、

一
部

補
完

で
き

な
か

っ
た

時
間

帯
で

欠
測

と
な

っ
た

。

1
楢

葉
町

繁
　

岡
し

げ
お

か

№
地

　
点

　
名

測
定

年
月

3
大

熊
町

大
　

野
お

お
の

2
富

岡
町

富
　

岡
と

み
お

か

全
ベ

ー
タ

放
射

能
全

ア
ル

フ
ァ

放
射

能

(
2
)
 
環

境
試

料

ア
　

大
気

浮
遊

じ
ん

の
全

ア
ル

フ
ァ

及
び

全
ベ

ー
タ

放
射

能

5
双

葉
町

郡
　

山
こ

お
り

や
ま

4
大

熊
町

夫
　

沢
お

っ
と

ざ
わ
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5
1
C
r

5
4
M
n

5
8
C
o

5
9
F
e

6
0
C
o

9
5
Z
r

9
5
N
b

1
0
6
R
u

1
1
0
m
A
g

1
2
9
T
e

1
2
9
m
T
e

1
3
4
C
s

1
3
6
C
s

1
3
7
C
s

1
4
4
C
e

1
3
1
I

H
2
3
.
 
4
.
 
8
～

H
2
3
.
 
5
.
 
6

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

1
9
0
0

2
7
0
0
0

1
5
0
0
0
0

2
0
0
0
0
0

N
D

2
1
0
0
0
0

N
D

N
D

H
2
3
.
 
5
.
 
6
～

H
2
3
.
 
6
.
 
3

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

9
0
0
0

2
7
0
0
0

2
3
0
0
0

N
D

2
4
0
0
0

N
D

N
D

H
2
3
.
 
6
.
 
3
～

H
2
3
.
 
7
.
 
1

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

3
4
0
0

6
4
0
0

1
9
0
0

N
D

2
2
0
0

N
D

N
D

H
2
3
.
 
4
.
 
8
～

H
2
3
.
 
5
.
 
6

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

3
7
0
0
0

1
7
0
0
0
0

1
2
0
0
0
0

N
D

1
3
0
0
0
0

N
D

N
D

H
2
3
.
 
5
.
 
6
～

H
2
3
.
 
6
.
 
3

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

3
5
0
0
0

8
0
0
0
0

3
7
0
0
0

N
D

4
1
0
0
0

N
D

N
D

H
2
3
.
 
6
.
 
3
～

H
2
3
.
 
7
.
 
1

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

8
5
0
0

1
3
0
0
0

4
1
0
0

N
D

4
6
0
0

N
D

N
D

大
　

野
お

お
の

イ
　

降
下

物
の

核
種

濃
度

№
地

　
点

　
名

採
　

取
　

期
　

間

(
注

)
　

１
　

｢
N
D
｣
：

検
出

限
界

未
満

1
富

岡
町

富
　

岡
と

み
お

か

2
大

熊
町

核
　

　
種

　
　

濃
　

　
度

　
（

M
B
q
/
k
m
2
）

　
　

 
 
２

　
上

記
の

他
、

人
工

放
射

性
核

種
は

検
出

さ
れ

な
か

っ
た

。

　
　

　
３

　
全

量
か

ら
2
L
を

分
取

し
、

2
L
マ

リ
ネ

リ
で

測
定

し
た

。

　
　

　
４

　
平

成
2
3
年

7
月

1
日

以
降

に
測

定
を

行
っ

た
。

　
　

　
５

　
テ

ル
ル

-
1
2
9
は

減
衰

補
正

無
し

の
値

。
テ

ル
ル

-
1
2
9
以

外
は

減
衰

補
正

有
り

の
値

。
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5
1
C
r

5
4
M
n

5
8
C
o

5
9
F
e

6
0
C
o

9
5
Z
r

9
5
N
b

1
0
3
R
u

1
0
6
R
u

1
1
0
m
A
g

1
2
5
S
b

1
2
9
T
e

1
2
9
m
T
e

1
3
4
C
s

1
3
7
C
s

1
4
4
C
e

1
3
1
I

1
3
2
I

H
2
3
.
4
.
1
4

6
:
0
0
～

H
2
3
.
5
.
 
1

0
:
0
0

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

1
.
7

N
D

N
D

N
D

5
8
0

5
2
0

N
D

N
D

N
D

H
2
3
.
5
.
 
1

0
:
0
0
～

H
2
3
.
6
.
 
1

0
:
0
0

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

1
9
0

1
8
0

N
D

N
D

N
D

H
2
3
.
6
.
 
1

0
:
0
0
～

H
2
3
.
7
.
 
1

0
:
0
0

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

1
1

1
1

N
D

N
D

N
D

H
2
3
.
4
.
1
4

6
:
0
0
～

H
2
3
.
5
.
 
1

0
:
0
0

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

6
.
1

9
.
5

N
D

N
D

1
1
0
0

9
9
0

N
D

N
D

N
D

H
2
3
.
5
.
 
1

0
:
0
0
～

H
2
3
.
6
.
 
1

0
:
0
0

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

0
.
3
9

N
D

N
D

3
1
0

2
9
0

N
D

N
D

N
D

H
2
3
.
6
.
 
1

0
:
0
0
～

H
2
3
.
7
.
 
1

0
:
0
0

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

4
.
2

N
D

1
6

1
7

N
D

N
D

N
D

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

H
2
3
.
6
.
1
0

1
2
:
4
0
～

H
2
3
.
7
.
 
1

0
:
0
0

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

N
D

2
.
2

7
.
7

3
8

3
9

N
D

N
D

N
D

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

（
注
）
　
１
　
「
N
D
」
：
検
出
限
界
未
満
　
「
－
」
：
欠
測

　
　
　
　
２
　
上
記
核
種
の
他
、
人
工
放
射
性
核
種
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
３
　
解
析
の
際
、
T
e
-
1
2
9
は
親
核
種
で
あ
る
T
e
-
1
2
9
m
の
半
減
期
で
、
そ
の
他
の
核
種
は
核
種
毎
の
半
減
期
で
減
衰
補
正
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
４
　
上
記
以
外
の
期
間
は
停
電
に
よ
る
ダ
ス
ト
サ
ン
プ
ラ
ー
停
止
の
た
め
欠
測
と
し
た
。

　
　
　
　
５
　
採
取
期
間
内
に
6
時
間
連
続
で
放
射
性
浮
遊
じ
ん
を
集
じ
ん
し
た
連
続
ろ
紙
（
H
E
-
4
0
T
）
を
、
直
径
4
7
m
m
の
円
形
に
切
り
出
し
、
切
り
出
し
た
ろ
紙
は
6
時
間
分
も
し
く
は
1
日
分
を
ま
と
め
て
U
8
容
器
に
入
れ
て
測
定
し
た
。

　
　
　
　
６
　
核
種
濃
度
は
測
定
結
果
か
ら
放
射
能
量
を
算
出
し
、
月
ご
と
に
積
算
し
た
も
の
を
総
ダ
ス
ト
流
量
で
除
し
て
算
出
し
た
。

欠
測

欠
測

核
　
　
種
　
　
濃
　
　
度
　
　
（
　
m
B
q
　
/
　
m
3
　
）

繁
　
岡

し
げ

お
か

№
地
　
点
　
名

採
　
取
　
期
　
間

1 4 5
双
葉
町

郡
　
山

こ
お

り
や

ま

楢
葉
町

2
富
岡
町

富
　
岡

と
み

お
か

3
大
熊
町

大
　
野

お
お

の

大
熊
町

夫
　
沢

お
っ

と
ざ

わ

ウ
　
大
気
浮
遊
じ
ん
の
核
種
濃
度

欠
測
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１　　測定項目

（１）空間放射線

（２）環境試料

全β γ 131
Ｉ

3
Ｈ

90
Ｓｒ

※

大 気 浮 遊 じ ん 大気浮遊じん ２ 毎月 ３
※１

０
※1

０
※1

陸 土 陸 土 ４ 年２回 １
※１

０
※1

０
※1

０
※1

海 水 海 水 ３ 年４回 １
※１

０
※1

０
※1

０
※1

０
※1

海 底 沈 積 物 海 底 沈 積 物 ４
年２回

ただし放水
口は年４回

１
※１

０
※1

０
※1

こ め ２ 年１回 ０

ほ う れ ん そ う ２ 年２回 １
※２

０
※2

０
※2

０
※2

だ い こ ん ２ 年１回 ０ 東京電力（株）

牛 乳 １ 年４回 １
※２

０
※2

０
※2

０
※2 福島第一

指 標 植 物 松 葉 ２ 年４回 １
※１

０
※1

０
※1 原子力発電所

あ い な め １ 年２回 １
※２

０
※2

０
※2

か れ い 類 １ 年１回 １
※２

０
※2

０
※2

し ら う お １ 年１回 ０

ほ っ き が い ２ 年１回 ０

わ か め １ 年１回 １
※２

０
※2

０
※2

０
※2

０
※2

指 標 海 洋 生 物 ほ ん だ わ ら １ 年３回 １
※２

０
※2

０
※2

０
※2

※　　ストロンチウム(
90

Sr)は年間の測定結果を第４四半期にまとめて報告します。
※１　測定機器の汚染により測定不能になったため、欠測となりました。
※２　東日本大震災の影響で試料の採取が困難であったため、欠測となりました。

福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 測 定 分

（平成２３年４月～平成２３年６月）

　　　　項　　　目 地点数 測　定　頻　度 実　施　機　関

空 間 線 量 率 ８ 連　　　　続 東京電力(株）
福島第一原子力発電所空 間 積 算 線 量 １６ ３ カ月積算

水 産 物

採取回数
(今期)

測　定　試　料　数　(今期)
実施機関

農 畜 産 物

区　　　分 試　料　名 地点数 採取頻度
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２　測定方法

測定項目 測　定　装　置 測　　定　　方　　法

検 出 器：アルゴンガス封入式球形電離箱

　　　　　（高純度アルゴンガス4気圧14ℓ）

測定位置：地表上約1.6m

校正線源：Ra－226

測 定 法：文部科学省編「蛍光ガラス線量計を用いた環境γ線量

　　　　　測定法」（平成14年制定）

空 間 検 出 器：蛍光ガラス線量計，旭テクノグラス　SC－1

積 算 線 量 測 定 器：旭テクノグラス　FGD－202

測定位置：地表上約1m

校正線源：Cs－137

測 定 法：６時間連続集じん，６時間放置後全アルファ及び全

　　　　　ベータ放射能を同時測定

大気浮遊じん 集じん法：ろ紙ステップ式，使用ろ紙：HE-40T

の全アルファ 　　　　　吸引量：約９０ｍ3
／6時間

及び全ベータ 検 出 器：ＺｎＳ（Ａｇ）シンチレータとプラスチックシンチレ

放 射 能 　　　　　ータのはり合わせ検出器（Aloka　ADC-121R2)

採取位置：地表上約3m
校正線源：U308  , Am-241

測 定 法：文部科学省編「全べ一タ放射能測定法」

全 ベ ー タ ローバックグラウンド          （昭和51年改訂）

放 射 能 ガ ス フ ロ ー 計 数 装 置 測 定 器：Aloka　LBC-481-Q，LBC-482-Q
校正線源：KCℓ，海水はU308

測 定 法：文部科学省編「ゲルマニウム半導体検出器によるガン

　　　　　マ線スペクトロメトリー」（平成4年改訂）

　　　　　陸土・海底沈積物は乾燥後，大気浮遊じんの１カ月の

　　　　　集じんろ紙，農畜産物・指標植物・水産物・指標海洋

核 種 濃 度 Ge 半 導 体 検 出 装 置 　　　　　生物は450℃で灰化後，海水はリンモリブデン酸アン

　　　　　モニウム法及び二酸化マンガン共沈法で処理後測定。

ローバックグラウンド 　　　　　ただし，農産物・水産物・指標海洋生物のI－131につ

液体シンチレーション 　　　　　いては乾燥試料で，牛乳のI－131については，化学分

検 出 装 置 　　　　　離法により測定。

　　　　　海水のトリチウムは蒸留後測定。

測 定 器：Ge半導体検出器（ORTEC GEM28-S型 他3台）

　　　　　波高分析器（SEIKO EG&G 7600シリーズ(4096ch) 4台）

　　　　　 ﾛｰﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝ検出装置

　　　　　（Aloka　LSC-LB5B）

測 定 法：文部科学省編「放射性ストロンチウム分析法」

ｽ ﾄ ﾛ ﾝ ﾁ ｳ ﾑ -90 ローバックグラウンド 　　　　　のうちイオン交換法（平成15年改訂）

濃 度 ガ ス フ ロ ー 計 数 装 置 測 定 器：Aloka　LBC-481-Q

校正線源：Sr-90

空
　
間
　
放
　
射
　
線

環
　
　
　
　
　
　
　
　
　
境
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試
　
　
　
　
　
　
　
　

空 間 線 量 率 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト

蛍 光 ガ ラ ス 線 量 計

ダ ス ト モ ニ タ
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１　　測定項目

（１）空間放射線

（２）環境試料

全β γ 131
Ｉ

3
Ｈ

90
Ｓｒ

大 気 浮 遊 じ ん 大気浮遊じん ２ 毎月 ３
※２

０
※２

０
※２

陸 土 陸 土 ４ 年２回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

海 水 海 水 ３ 年４回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

０
※３

海 底 沈 積 物 海 底 沈 積 物 ４
年２回

ただし放水
口は年４回

１
※３

０
※３

０
※３

０
※３

こ め ２ 年１回 ０

ほうれんそう ２ 年２回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

だ い こ ん ２ 年１回 ０ 東京電力（株）

牛 乳 ２ 年４回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３ 福島第二

指 標 植 物 松 葉 ２ 年４回 １
※３

０
※３

０
※３ 原子力発電所

あ い な め １ 年２回 １
※３

０
※３

０
※３

か れ い 類 １ 年１回 １
※３

０
※３

０
※３

し ら う お １ 年１回 ０

ほ っ き が い １ 年１回 ０

わ か め １ 年１回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

０
※３

指標海洋生物 ほ ん だ わ ら １ 年３回 １
※３

０
※３

０
※３

０
※３

※1　東日本大震災で発生した津波により素子が流出したため、１地点が欠測となりました。　　　　　

※2　東日本大震災で発生した津波により測定器が流出したため、欠測となりました。

　　　　　　　　　（連続全α全βは、平成２３年３月１１日以降欠測）

※３　東日本大震災の影響で試料採取が困難であったため、欠測となりました。

実施機関

空 間 線 量 率 連　　　　続

空 間 積 算 線 量

採取回数
(今期)

採取頻度

東京電力(株）
福島第二原子力発電所

福 島 第 二 原 子 力 発 電 所 測 定 分

（平成２３年４月～平成２３年６月）

実　施　機　関

３ カ月積算

地点数

７

１５
※１

　　　　項　　　目

水 産 物

区　　　分 試　料　名 地点数

農 畜 産 物

測　定　頻　度

測　定　試　料　数
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図－１ 測定地点 
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２　測定方法

測　定　装　置 測　　定　　方　　法

検 出 器：2"φ×2"NaI（Tℓ）シンチレーション検出器

　　　　　（A1oka  温度補償・エネルギー補償回路付）

　　　　　　ただし，高線量用は，アルゴンガス封入式球形

　　　　　　電離箱（高純度アルゴンガス８気圧約14.5ℓ）

空 測定位置：地表上約1.6m

間 校正線源：Ra－226

放 測 定 法：文部科学省編「蛍光ガラス線量計を用いた環境

射 　　　　　γ線量測定法」（平成14年制定）

線 検 出 器：蛍光ガラス線量計，旭テクノグラス　SC-1

測 定 器：旭テクノグラス　FGD-202

測定位置：地表上約1m

校正線源：Cs－137

測 定 法：6時間連続集じん，6時間放置後全アルファ及び全

大 気 　　　　　ベータ放射能を同時測定

浮 遊 じ ん の 集じん法：ろ紙ステップ式，使用ろ紙：HE-40T

全 ア ル フ ァ           吸引量：約90ｍ3／6時間

及 び 検 出 器：ＺｎＳ（Ａｇ）シンチレータとプラスチックシン

全 ベ ー タ 　　　　　チレータのはり合わせ検出器（Aloka  ADC-121R2)

放 射 能 採取位置：地表上約3m

環 校正線源：U308

測 定 法：文部科学省編「全べ一タ放射能測定法」

全 ベ ー タ ローバックグラウンド      　　（昭和51年改訂）

放 射 能 ガ ス フ ロ ー 計 数 装 置 測 定 器：Aloka  LBC-481-Q，LBC-482-Q

校正線源：KCℓ，海水はU308

境 測 定 法：文部科学省編「ゲルマニウム半導体検出器による

　　　　　ガンマ線スペクトロメトリー」（平成4年改訂）

　　　　　陸土・海底沈積物は乾燥後，大気浮遊じんの１カ

　　　　　月の集じんろ紙，農畜産物・指標植物・水産物・

試 Ge 半 導 体 検 出 装 置 　　　　　指標海洋生物は450℃で灰化後，海水はリンモリブ

　　　　　デン酸アンモニウム法及び二酸化マンガン共沈法

ローバックグラウンド 　　　　　で処理後測定。ただし，農産物・水産物・指標海

液体シンチレーション 　　　　　洋生物のI－131については乾燥試料で，牛乳の

検 出 装 置 　　　　　I－131については，化学分離法により測定。

料 　　　　　海水のトリチウムは蒸留後測定。

測 定 器：Ge半導体検出器 （ORTEC GEM28-S型　他3台）

　　　　　波高分析器（SEIKO EG&G 7600ｼﾘｰｽﾞ(4096ch)4台）

　　　　　ﾛｰﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝ検出装置

　　　　　（Aloka  LSC-LB5B）

測 定 法：文部科学省編「放射性ストロンチウム分析法」

ｽ ﾄ ﾛ ﾝ ﾁ ｳ ﾑ -90 ローバックグラウンド 　　　　　のうちイオン交換法（平成15年改訂）

濃 度 ガ ス フ ロ ー 計 数 装 置 測 定 器：Aloka  LBC-481-Q

校正線源：Sr-90

核 種 濃 度

測定項目

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト

ダ ス ト モ ニ タ

空 間 線 量 率

空 間
積 算 線 量

蛍 光 ガ ラ ス 線 量 計
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参考資料　１

１　　測定項目

（１）環境試料

全β γ 131
Ｉ

3
Ｈ

90
Ｓｒ Pu

降 下 物 降 下 物 １ 毎月 ３ ３

大 気 大気中水分 １ 毎月 ３
※１

２
※１

陸 土 陸 土 年１回 １
※２

０
※２

０
※２

陸 水 上 水 年１回 １
※２

０
※２

０
※２

０
※２

海 水 海 水 年１回 ０

海 底 沈 積 物 海底沈積物 年１回 ０

こ め ０

ほうれんそう ０

だ い こ ん １
※２

０
※２

０
※２

牛 乳 ０

は く さ い ０

キ ャ ベ ツ １
※２

０
※２

０
※２

０
※２

ば れ い し ょ ２ ０

ぶ た 肉 １ ０

鶏 卵 ２ ０

か れ い 類 １
※２

０
※２

０
※２

あ い な め １
※２

０
※２

０
※２

わ か め １
※２

０
※２

０
※２

ほ っ き が い ０

・比較対照地点として、福島市、会津若松市、郡山市、相馬市松川浦及び周辺漁港を選定している。

※１　４月分と５月分を連続して採取してしまったため、試料数が２となりました。

※２　東日本大震災の影響で試料の採取が困難であったため、欠測となりました。

原子力センター
福島支所

２

１

１

年１回

２

１

農 畜 産 物

試　料　名

年２回

年１回

水 産 物

区　　　分

福 島 県 原 子 力 発 電 所 周 辺 環 境 放 射 能 測 定 基 本 計 画

（平成２３年４月～平成２３年６月）

採取回数
(今期)

採取頻度
測　定　試　料　数　（今期）

実施機関地点数

比 較 対 照 地 点 測 定 調 査 結 果
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